
年始のご挨拶  
 

謹んで新春のご挨拶を申し上げます。 

 

会員の皆さま、ならびに日頃より NRO法人コアカウンセリング支援協会の活動にご理解とご支援を賜って

おります関係機関・地域の皆さまに、心より御礼申し上げます。 

 

当協会は、名古屋の地において 30年以上にわたり、心理支援の専門団体として活動を継続してまいり

ました。これもひとえに、現場で誠実に実践を重ねてこられた会員の皆さま、そして長年にわたり協会を支え

てくださった多くの方々のお力添えの賜物であり、深く感謝申し上げます。 

 

近年、社会構造や価値観の変化に伴い、心の問題はより複雑化・多様化しております。そのような中、

人工知能（AI）技術の発展により、メンタルヘルス領域においても、AI を活用した相談・支援サービスが急

速に拡大しております。 

 

AIカウンセリングは、時間や場所の制約を受けにくく、初期的な心理教育やストレスマネジメントの支援、

相談への心理的ハードルを下げる点において、有用な補助的手段となり得ます。とりわけ支援資源が不

足しがちな領域において、その社会的意義は一定程度評価されるべきものと考えます。 

 

一方で、専門的観点からは、AIカウンセリングが内包する限界とリスクについて、慎重かつ冷静な検討

が不可欠です。AIは大量の言語データを基に応答を生成しますが、対面場面において重要となる非言

語的情報―表情、視線、声の抑揚、沈黙の質、身体感覚、関係性の文脈―を総合的に把握し、臨

床的判断へと結びつけることは現時点では困難です。 

 

特に、トラウマ関連症状、自殺リスクを伴うケース、発達特性や精神疾患が複雑に関与する事例におい

ては、誤った解釈や不十分な対応が、支援の遅れや二次的被害につながる可能性が指摘されていま

す。 

 

また、相談内容のデータ管理、守秘義務、アルゴリズムの透明性、責任の所在といった倫理的・法的

課題も、いまだ十分に整理されているとは言えません。心理支援は本来、高度な専門性と倫理性を前

提とする対人援助であり、利便性や効率性のみを優先することには、明確な限界が存在します。 

このような時代だからこそ、改めて強調されるべきは、人と人が直接向き合い、相互作用の中で成立する

カウンセリングの本質的価値です。 

 

対面による支援の場では、言語化される以前の感情や身体反応、関係性の微細な変化が共有され、

「ここに安全に存在してよい」という体験が育まれます。この体験そのものが、回復と成長の基盤となり、単

なる情報提供や助言を超えた治癒的要因として機能します。 



 

当協会は、AI をはじめとする新たな技術の可能性を否定するものではありません。しかし、それらはあくまで

人による専門的支援を補完する手段であり、代替するものではないという立場を堅持しております。 

 

30年以上にわたり地域に根ざした活動を継続してきた私たちは、今後も最新の知見を学び続けながら、

「人が人を支える」という原点を揺るがすことなく、質の高い、信頼される心理支援の提供に努めてまいり

ます。 

 

本年も、会員の皆さまと共に研鑽を重ね、地域社会に貢献できる専門団体としての責務を果たしてまい

る所存です。 

 

皆さまのご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げるとともに、本年も変わらぬご指導・ご協力を賜りますよう、

お願い申し上げます。 

 

NRO法人 コアカウンセリング支援協会  理事長 宮崎勝博 

 


